
陸と海の狭間にあって多様な生物のハビタットが
重複する砂浜海岸の利用について、近年、環境保全
という視点からの見直しがされている。砂浜海岸の
環境に与える人為的な影響を評価するための指標生
物としてスナガニ属（Ocypode）のカニ類に研究者
の関心が寄せられ、スナガニ類の密度と、砂浜の観
光利用や車両乗り入れの頻度、さらには海岸侵食や
開発の程度に負の相関があることなどが報告されて
いる（Barros 2001、Lucrezi et al. 2009、和田 2009、
Schlacher et al. 2011、和田 2017c）。

四国太平洋側の砂浜海岸に出現するスナガニ属は
主にスナガニ（O. stimpsoni）、ナンヨウスナガニ（O.
sinensis）およびツノメガニの３種である（真野ら
2008）。このうちスナガニが国内では北海道から本
州、四国、九州、国外では朝鮮半島から中国まで分
布する温帯性種とされている。一方、ツノメガニは

日本を含むハワイからオーストラリア、紅海、アフ
リカ半島東岸・南岸まで、ナンヨウスナガニは日本、
中国、香港、台湾、マレー半島、フィリピン、イン
ドまで分布するとされ、両種とも亜熱帯･熱帯性と
して位置づけられている（酒井1976、Dai et al. 1985、
和田 1995、峯水 2000、岸野ら 2001、淀ら 2006、
Sakai and Türkay 2013、坂井・又多2016、佐々木 2016、
和田 2017a、五嶋 2017）。ツノメガニの幼体とみら
れる個体は1970年代に既に本州中部地方でも確認さ
れていたが（渡部1976）、近年は渡部・伊藤（2001）
を皮切りにツノメガニとナンヨウスナガニの分布の
北方への拡大に関する報告が相次いでいる（淀ら
2006、高田・和田2011、武田ら 2011、久保田 2012a,
b、宇野ら 2012、渡部ら 2012、和田・和田2015、和
田ら 2015、締次 2017、和田 2017a、若林 2017）。そ
の一方で近畿地方ではスナガニの生息地および生息
数の減少が報告されている（淀ら 2006、渡部ら
2012）。

スナガニは現在、９つの府県のレッドリストに掲
載されている。本種を環境省レッドリストの準絶滅
危惧種（NT）に相当するランクに指定しているの
が山形県、大阪府、広島県、愛媛県および長崎県で
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要 旨
本研究は、高知県下の砂浜海岸で生息が確認されているスナガニ属（Ocypode）の主な３種、ス

ナガニ（O. stimpsoni）、ツノメガニ（O. ceratophthalma）およびナンヨウスナガニ（O. sinensis）
の分布、出現、消長およびそれらの季節変化の実態を把握することを目的とした。調査区は高知
県の西部から東部にかけて３地域から３調査区ずつ計９区（西部：入野海岸１－３区；中部：仁
ノ海岸、UMBI前の浜、向萩の浜；東部：生見海岸１－３区）を設定し、2016年４月から2017年１
月にかけて西部では季節ごとに一度、中部・東部では毎月一度、調査区内のスナガニ類の巣穴の
数を計数するとともにカニ類を採取し、種、性、サイズ等を記録した。その結果、ツノメガニと
ナンヨウスナガニは全調査区で確認されたが、スナガニは西部と中部において出現頻度が著しく
低く、かつ調査期間を通じて東部では全く得られなかった。また、ツノメガニとナンヨウスナガ
ニはほぼ全ての区で新規加入した小型個体が確認されたが、スナガニの小型個体は一切みられな
かった。2001年に西部の入野海岸で行われた調査と比較して、2016年の調査ではスナガニ類３種
の種組成は変わらなかったものの、ツノメガニがより早期から出現し、かつ春季より大型個体が
採取されたことから本種には越冬個体があることが推察された。

キーワード：スナガニ、ツノメガニ、ナンヨウスナガニ、分布、越冬
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（山形県 2003、長崎県レッドデータブック編集委員
会・長崎県環境部自然環境課 2011、レッドデータ
ブックひろしま改訂検討委員会2011、愛媛県レッド
データブック改訂委員会2014、環境省自然環境局野
生生物課希少種保全推進室2014、大阪府生物多様性
ネットワーク 2014）、同様に絶滅危惧II類（VU）相
当のランクに指定しているのが宮城県、兵庫県（独
自区分でBランク）、熊本県および宮崎県（独自区分
でNT-g）である（宮崎県版レッドデータブック改定
検討委員会2010、兵庫県 2014、熊本県 2014、宮城県
環境生活部自然保護課 2016）。高知県ではスナガニ
はレッドリストに挙げられていないが（高知県レッ
ドデータブック［動物編］編集委員会2002）、真野ら

（2008）による県西部の入野海岸における調査では、
ツノメガニとナンヨウスナガニに比べて本種の個体
数は少なく、元々の加入資源量が少ないことが示唆
されている。

高知県東部にある生見海岸は環境省レッドリスト
2017で絶滅危惧IB類に指定されるアカウミガメ

（Caretta caretta、http: //www. env. go. jp/press/
files/jp/105449.pdf、2017年12月18日閲覧）の産卵地
として知られ、地域の保全活動従事者により卵の保
護活動が行われている。しかし、近年、獣害を防除
するために柵を施した本種の産卵巣にツノメガニが
侵入する事例が報告された（小牧ら 2016）。熱帯地
方ではツノメガニがアオウミガメ（Chelonia
mydas）の卵や孵化幼体を捕食することが知られて
いたが（John 1998）、アカウミガメはウミガメ類で
唯一、温帯域の砂浜海岸で産卵を行う種であり

（Pritchard 1997）、これまで日本ではツノメガニに
よるアカウミガメ卵の食害は報告されたことがな

かった。よって、この事例は、南方系種すなわち亜
熱帯・熱帯性種の北進によって温帯性種との間に新
たに生じた相互関係と考えられた。

このような背景のもと高知県レッドデータブック
［動物編］の改訂事業が始まり、真野ら（2008）の調
査および同初版（高知県レッドデータブック［動物
編］編集委員会2002）の根拠となる調査が行われた
当時と比較し、県下の沿岸環境における生物相と生
態系の現況を把握する必要に迫られた。本研究で
は、高知県の西部から東部の３地域計９調査区の海
岸（Fig. １）において、スナガニ属３種の分布、出
現、消長およびそれらの季節変化の実態を明らかに
するとともに、生息密度に影響する要因について考
察することを目的とした。

材料と方法

本研究を行うにあたり、高知県の西部、中部およ
び東部の３地域から３調査区ずつ計９調査区（西
部：入野海岸１－３区；中部：仁ノ海岸、UMBI（高
知 大 学 海 洋 生 物 研 究 教 育 施 設、Usa Marine
Biological Institute, Kochi University）前の浜、向萩
の浜；東部：生見海岸１－３区）を独自に設定した

（Fig. １）。2016年５月から12月まで県西部の入野
海岸３区、中部の向萩の浜、東部の生見海岸１区に
て、真野ら（2008）が測温した場所と同様に、後浜

（backshore）と砂丘（dune）の境界部付近（Brown
and McLachlan 1990、加藤 1999、須田・早川 2002）
の地下40 cm に温度ロガー（TidbiT V2、Onset社）
を埋設して砂中温（sand temperature）を１時間ご
とに記録し、月間最高・最低・平均値を算出した。
現地でのスナガニ類の観察、採集および環境調査は
2016年４月から2017年１月まで、西部では季節ごと
に一度、中部と東部では各月に一度、大潮の前後数
日内に実施した。砂浜の長さ（whole length、m）は
Google Earth Pro（2017 Google Inc.）の距離測定機
能を用いて算出した。各調査区の緯度（latitude）と
経度（longitude）は十進法で表記した。毎回、各調
査区につき一つ、満潮時汀線を起点として砂丘の最
上部まで砂面に横幅10 mで２本の線を引いてトラ
ンセクトを設定し、奥行き（depth、m）をメジャー

（カウントメジャーE20-S、シンワ測定株式会社）に
より計測して調査面積（area、m2）をもとめた。さ
らに、オートレベル（AC-2s、Nikon・トリンブル社）
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Fig. 1. Study sites.



を用いてスタジア測量を行い、作成した各トランセ
クトの地形断面図をもとに、起点から最上部までの
地盤高さおよび角度（slope、°）を算出した。その
後、トランセクト内のスナガニ類の巣穴の数を計数
してその密度（density of crab burrows、number・
100 m-2）をもとめた。その際、宇野ら（2012）になら
い、巣穴の開口部の直径が１ cm以下のものは、同
所的に生息する他種が作った可能性があるとして除
外した。

本調査期間中に一度、各調査区の砂丘と後浜の境
界部で砂の標本を200 g程度採取してUMBIに持ち
帰り、地盤工学会（2010）に従って所定の含水比に
調整した後、0.2 mm未満、0.2－0.5 mm、0.5－１mm、
１－２ mm、２－４ mm、４ mm以上の６階級にふ
るい分けて粒度組成を分析し、砂の中央粒径（D50、
mm）をもとめた（Folk 1974）。同時に亀崎ほか

（1992）に従って平均粒度を表す指標として次の式
から各区の砂の粒径指数（sand particle index）をも
とめた。

粒径指数＝0.1 a + 0.2 b + 0.5 c + d + 2 e + 4 f
ただし、aは0.2 mm未満の砂の百分率、bは0.2－0.5
mmの砂の百分率、cは0.5－１mmの砂の百分率、d
は１－２ mm の砂の百分率、eは２－４ mm の砂の
百分率、fは４ mm 以上の砂の百分率を表す。各調
査区の土壌硬度（sand softness、kg・cm-2）は、土壌
硬度計（山中式標準型No. 351、藤原製作所）を用い、
現地にて砂丘と後浜の境界部付近の３点で指標硬度

（mm）を測定した平均値から換算した。各調査区に
おける環境データとスナガニ類の巣穴密度はTable
１に示した。

スナガニ類標本の採集は、スコップ等を用いた手
掘りやペットボトルを加工して作ったピットフォー
ルトラップにより、各調査回に各調査地域で40個体
を上限として行った。採取した標本は現地にて５%
中性ホルマリン水溶液で固定した後、UMBIに持ち
帰り、実体顕微鏡下（SMZ800、Nikon）で種の同定
と性の判別を行い、甲幅（carapace width、mmCW）
をノギスで測定した。スナガニとツノメガニは大鉗
脚内面に顆粒列を有することによりナンヨウスナガ
ニとミナミスナガニ（O. cordimanus）から区別し
た。スナガニでは大鉗脚内面の顆粒が同形かつ等間
隔に並ぶこと、対してツノメガニではその顆粒列が
上部において間隔が広くなっていること、さらに、
前者では尾節が半円上で横に長いのに対し、後者で
は縦に長い三角形を呈することで両者を区別した。
ナンヨウスナガニは眼窩下縁に切れ込みがなく、ミ
ナミスナガニはそれを有することで区別でき、さら
に、雄の腹節幅はナンヨウスナガニでミナミスナガ
ニのそれより広く、尾節は前者で丸みを帯びた半円
状であるのに対し、後者では先端が三角形であるこ
とで区別できるとされる（酒井 1976、渡部 1976、
Dai et al. 1985、Huang et al. 1998、豊田･関 2014、渡
部 2014）。なお、本調査において既存の文献情報か
らミナミスナガニと同定できる個体はみられなかっ
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Irino Beach Central Kochi Pref. Ikumi Beach

1st site 2nd site 3rd site

Kohgi-no-

hama

Beach

Beach

infront

of UMBI

Nino

Beach
1st site 2nd site 3rd site

Latitude 33.016 33.021 33.033 33.434 33.439 33.465 33.522 33.528 33.531

Longitude 133.011 133.016 133.028 133.449 133.442 133.494 134.283 134.284 134.284

Whole length (m) 3000 3000 3000 350 250 2500 1000 1000 1000

Total research area (m2) 1364 2168 4741 2951.2 1233.2 3117 6482.4 2539 5923

Depth (mean, m) 45.5 72.3 158.0 42.2 17.6 44.5 81.0 31.7 74.0

Slope (°) 0.93 2.69 2.68 4.19 3.14 5.46 1.02 1.30 1.57

Sand particle size (D50) (mm) 0.20 > 0.20 > 0.20 > 0.28 0.31 0.37 0.20 > 0.20 > 0.20 >

Sand particle index 15.9 14.4 10.3 19.0 23.7 29.9 13.0 11.5 11.4

Soil hardness (kg・cm-2) 0.35 0.72 0.60 0.48 0.63 0.46 0.51 0.43 0.43

Density of O. stimpsoni burrows (number・100 m-2) 0.9 0.3 0 2.3 0 0.3 0 0 0

Density of O. ceratophthalma burrows (number・100 m-2) 5.0 3.0 2.2 5.8 0.8 0.9 2.9 7.1 5.4

Density of O. sinensis burrows (number・100 m-2) 0 0.3 1.6 0.9 0.9 9.1 5.4 4.7 9.2

Table 1. Environmental characteristics and densities of crab burrows.



た。各調査地域におけるスナガニ類の種、性および
サイズはTable ２に示した。

スナガニ類の分布の違いに影響する環境要因の分
析は、各調査区における種別巣穴密度（種別平均出
現頻度×平均巣穴密度）を目的変数とし、経度、浜
の長さ、浜の奥行、浜の角度、粒径指数の５つのデー
タを説明変数として重回帰分析（ステップワイズ法）
を行った。多重共線性の問題を避けるために、各説

明変数間の相関関係を調べた結果、説明変数間には
有意な相関は確認されなかった（Spearmanの順位
相関係数、N = 10、全てR < |0.65|、P > 0.05）。統計
解 析 ソ フ ト は Excel Statistics 2012 software
package for Windows（SSRI、Tokyo）を使用した。
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Table 2. Size and sex of the crabs of the genus Ocypode collected in the present study.

Irino Beach
Central Kochi

Pref.
Ikumi Beach Total

O. stimpsoni

Female

N 4 8 - 12

CW (mm, range) 14.7-29.5 23.0-31.2 - 14.7-31.2

CW (mm, mean ± SD) 20.9 ± 7.1 26.7 ± 2.7 - 24.8 ± 5.2

Male

N 1 6 - 7

CW (mm, range) 15.2 18.1-23.5 - 15.2-23.5

CW (mm, mean ± SD) 15.2 21.4 ± 2.1 - 20.5 ± 3.0

Unknown

N - - - -

CW (mm, range) - - - -

CW (mm, mean ± SD) - - - -

O. ceratophthalma

Female

N 22 20 20 62

CW (mm, range) 9.2-26.5 9.4-23.5 10.1-26.8 9.2-26.8

CW (mm, mean ± SD) 15.7 ± 3.9 17.4 ± 4.4 17.7 ± 5.3 16.9 ± 4.6

Male

N 19 28 38 85

CW (mm, range) 10.2-34.1 10.5-27.8 7.0-26.1 7.0-34.1

CW (mm, mean ± SD) 17.4 ± 7.6 17.0 ± 5.6 16.0 ± 5.2 16.6 ± 5.9

Unknown

N 4 5 31 40

CW (mm, range) 6.7-9.3 8.1-8.8 5.8-9.8 5.8-9.8

CW (mm, mean ± SD) 8.5 ± 3.9 8.7 ± 0.7 7.5 ± 1.7 7.8 ± 2.0

O. sinensis

Female

N 5 24 42 71

CW (mm, range) 13.3-25.4 10.1-23.6 7.1-24.8 7.1-25.4

CW (mm, mean ± SD) 19.9 ± 5.4 17.1 ± 3.7 13.8 ± 4.8 15.3 ± 4.8

Male

N 5 19 46 70

CW (mm, range) 7.9-21.0 10.3-21.9 6.7-22.2 6.7-22.2

CW (mm, mean ± SD) 15.5 ± 5.0 16.1 ± 2.8 13.1 ± 3.7 14.1 ± 3.8

Unknown

N - 11 37 48

CW (mm, range) - 5.0-9.4 6.3-9.7 5.0-9.7

CW (mm, mean ± SD) - 8.1 ± 1.4 7.7 ± 1.0 7.8 ± 1.1



結果と考察

砂中温度および巣穴密度の季節変化
高知県西部の入野海岸および中部の砂中温は、５

月（入野：22.2－24.9°C、中部：22.2－26.9°C）より夏
季に向けて上昇し、最低・最高温度ともに８月にピー
クに達した（入野：27.2－33.8°C、中部：28.4－33.2
°C）（Fig. ２）。それ以降は低下し、11月に最低温度
17.7°C、最高温度24.6°Cとなった。一方、東部の生見
海岸では、砂中温度は５月（21.0－26.1°C）より最低・
最高温度ともに夏季に向けて上昇し、最高温度の
ピークは７月に34.2°Cとなったが、最低温度のピー
クは８月に27.8°Cを記録した。それ以降は低下し、
11月に9.5－24.3°Cとなった。

入野海岸では、１区の巣穴密度は５月に最小値0.4
個/100 m2から８月にピークの16.9個/100 m2に達し
たものの、11月には11.1個/100 m2に低下した。２区
および３区の巣穴密度は５月に最小値0.2－0.4個
/100 m2から上昇して11月に最大値に達し、7.4－8.1
個/100 m2となった（Fig. ２）。県中部での巣穴密度
は５月に仁ノ海岸およびUMBI前の浜で等しく0.9個
/100 m2、向萩の浜で0.2個/100 m2を記録したが、９
月にUMBI前の浜（3.9個/100 m2）を除いて最大値（仁
ノ: 40.1個/100 m2、向萩：45.5個/100 m2）に達し、そ
の後、11月に低下した（仁ノ: 11.5個/100 m2、向萩：
2.6個/100 m2）。UMBI前の浜は調査期間を通じて巣
穴密度が低く、季節変化に乏しかったが、11月に最

大値5.6個/100 m2に達した。生見海岸の巣穴密度
は、区間で同様の季節変化を示して５月に0.3－0.6
個/100 m2程度であったが８月に向けて18.0－39.3個
/100 m2に上昇し、９月に11.2－20.1個/100 m2に減少
したが、10月に再び上昇し（20.3－57.0個/100 m2）、
この時、３区の値は本調査における最高値57.0個
/100 m2を示し、その後は全ての区で低下した。

真野ら（2008）の研究では入野海岸でのスナガニ
類の活動個体数のピークは９月とされており、本調
査でも中部のスナガニ類の巣穴密度のデータからそ
のピークは９月であったことが推察される。一方、
生見海岸での９月の調査において巣穴密度が低下し
たが、これは調査前日に雨が降ったことで巣穴が一
時的に埋没したことが原因と考えられる。

種組成の季節変化
スナガニは入野海岸１区、中部の仁ノ海岸と向萩

の浜で計19個体（14.7－31.2 mm CW）が採集された
が、14.6 mm CW以下の個体は全く得られなかった

（Table ２）。また、生見海岸では調査期間を通じて
スナガニは確認されなかった。ツノメガニは全地域
から計187個体（6.7－34.1 mm CW）が、ナンヨウス
ナガニは全地域から計189個体（7.9－35.4 mm CW）
が採集された。

種組成には各調査地域で季節変化が認められた
（Fig. ３）。入野海岸では他の調査地域に比べて最
も早い５月からツノメガニが確認された。調査期間
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Fig. 2. Annual fluctuations of sand temperatures (°C) and densities of crab burrows (number･100 m-2).



を通じて全体に占めるツノメガニの割合に著しい変
化は認められなかった。中部では５月にスナガニと
ナンヨウスナガニが、ツノメガニは６月から確認さ
れた。スナガニはツノメガニが確認される６月から
割合が低下し、10月には確認されなかった。ナンヨ
ウスナガニの割合は５月から11月まで20－60%で
あったが、12月に著しく低下して10%程度となり、
１月には全くみられなくなった。生見海岸では４月
および５月はナンヨウスナガニのみ確認されたが、
６月からはツノメガニが出現し、７月以降、９月を
除いて12月までツノメガニが優占した。

今回、中部と生見海岸でツノメガニが確認された
のは６月以降であったのに対し、入野海岸では５月
に確認された（Fig. ３）。2001年に入野海岸でツノ
メガニが確認され始めたのは７月である（真野ら
2008）。これは真野ら（2008）が調査を行った2001年
と2016年の砂中温の違いに起因すると考えられる。
５－10月の最高温度を比べると、2001年に24.0－
38.9°C、2016年に24.2－30.4°Cで、2001年の方が高
かった。また、2001年11月には最高温度20.0°Cを示
しており、初めて2016年11月の24.5°Cを下回った。
しかし、最低温度は2001年に15.0－25.0°Cを示し、９
月以外の月では2016年の17.7－27.2°Cを下回ってい
た。2001年にツノメガニが採れ始めたのは砂中温の
最低温度が20°Cを上回った７月からである。一方、
2016年の最低温度は調査を開始した５月から20°Cを
上回っていた。これらより、ツノメガニは砂中温

20°C前後で活動を開始すると考えられる。本調査で
中部では砂中温が５月から20°Cを上回っているにも
関わらずツノメガニが採取されなかったが、この場
合は砂中温の上昇以前に、ツノメガニの越冬個体が
無かったことなどが考えられる。

各種甲幅組成の季節変化
スナガニ 入野海岸では８月に10－30 mm CWの

サイズのスナガニが確認されたが、15－20 mm CW
で最頻値を示した（Fig. ４）。一方、中部では本種
の体サイズに明瞭な季節変化は確認できなかった
が、５月から25－30 mm CWの個体がみられた。
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Fig. 3. Monthly and seasonal change of species composition of crabs in 2016-2017. The numbers above bars indicate sample

number.

Fig. 4. Monthly and seasonal changes of size (CW)

compositions of Ocypode stimpsoni in 2 areas in 2016.



スナガニの大型個体は中部では５月から、入野海
岸では８月から確認されたため両地域で確実に越冬
していると考えられる。本調査でのスナガニの最大
個体は2016年６月28日に向萩の浜で発見された雌

（31.2 mm CW）であった。しかし、他の２種に比べ、
確認できた個体数が著しく少なく、小型個体が全く
得られなかったことから、本種の新規加入は著しく
少ないと推察される。
ツノメガニ 入野海岸では各月にツノメガニの５

－10 mm CWの個体の加入がみられ、８月は10－15
mm CW、11月は15－20 mm CWに最頻値が確認さ
れ，それ以上の個体が占める割合が増加した（Fig.
５）。中部では10 mm CW以下の個体は６－７月お
よび10月にわずかに確認された。また６－７月に確
認されたのは５－15 mm CWの個体であったが、８
月以降は15 mm CW以上の個体がみられ、12月以降
は15 mm CW以上の個体のみとなった。生見海岸で
は７月まで５－10 mm CWの個体が高い割合を占め
たが、８月以降は10mmCW以上の個体が多くなり、
10月以降は25－30 mm CWの個体も確認された。

ツノメガニの雄は27 mm CW以上で成熟して精子
形成を始め、雌は29 mm CW以上で卵黄形成を始め
るとされる（Haley 1973）。本調査におけるツノメ
ガニの最大個体は2016年11月22日に入野１区で発見
された雄（34.1 mm CW）で、眼上突起が発達してい
たため成熟雄とみられた（Fig. ６）。中部と生見海

岸では月を追うごとに甲幅の大きな個体が現れる傾
向があった。また、25 mm CW以上の個体は６－９
月にはみられなかったが、10月以降には確認された。
これらのことから、中部と生見海岸ではツノメガニ
は越冬していないと考えられる。一方、入野海岸で
は５月より既に15－25 mm CWの個体が確認されて
いる。他の調査地域の４－５月のツノメガニ小型個
体の出現状況から鑑みて、これらは３月以降に着底
して成長した個体であるとは考えにくく、本調査地
域で越冬した個体と考えられる。11月の最低温度を
比較すると、入野海岸は17.7°Cで中部の12.7°Cおよ
び東部の9.5°Cより高かった（Fig. ２）。冬季にある
程度高い砂中温が保持されることがツノメガニの越
冬の条件と考えられるため、今後、中部や東部でも
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Fig. 5. Monthly and seasonal changes of size (CW) compositions of Ocypode ceratophthalma in 3 areas in 2016-2017.

Fig. 6. Ocypode ceratophthalma, the largest male (34.1 mm

CW) in the present study which was collected from 1st site,

Irino Beach on 22 November 2016.



冬季の砂中温が上昇すれば、本種が越冬する可能性
がある。
ナンヨウスナガニ 入野海岸において８月に５－

10 mm CWのナンヨウスナガニの加入がみられ、11
月に最大サイズである25－30 mm CWの個体を確認
した（Fig. ７）。本調査におけるナンヨウスナガニ
の最大個体は2016年11月22日に入野１区で発見され
た雄（25.4 mm CW）であった。中部では５－11月
にほぼ毎月５－10 mm CWの個体の新規加入がみら
れた。また６月、９月、12月には最大サイズである
20－25 mm CWの個体も確認された。生見海岸では
ほぼ毎月５－10 mm CWの個体の加入が確認され
た。また、本種の最大サイズである20－25 mm CW
の個体もほぼ毎月確認された。

ナンヨウスナガニは４－５月より全調査地域で５
－25 mm CWの個体が満遍なく採取されていること
から、確実に越冬していると考えられる。また、ほ
とんどの月に小型個体が加入していることから、高
知県下に分布する個体群は、その原産地とみなされ
る南方もしくは高知県下において長期間にわたって
繁殖していると考えられる。ナンヨウスナガニは20
mm CWで十分に成熟するとされる（Huang et al.
1997）。本調査では抱卵雌を確認することができな
かったが、全調査地域に繁殖に関与できる成熟個体
が存在していると考えられる。

生息密度に影響する要因
スナガニ類の生息密度を目的変数とし、５つの環

境要因データを説明変数とした重回帰分析の結果、
スナガニについては、重回帰式が得られなかった

（Table ３）。この原因として本種に関するデータが
十分に得られなかったことが挙げられるため、解析
を行うには多くのデータを収集する必要があるが、
スナガニは希少で新たな生息地を探すのは容易では
ないと思われる。宇野ら（2012）は兵庫県新温泉町
の砂浜海岸におけるスナガニの生息密度に関わる環
境要因を調べ、砂浜の長さが短い海岸ほど生息密度
が高く、砂地が硬いほど生息密度が低いことを明ら
かにした。本調査では中部の向萩の浜が砂浜の長さ
の短い海岸にあたり、たしかに同調査区から最も多
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Fig. 7. Monthly and seasonal changes of size (CW) compositions of Ocypode sinensis in 3 areas in 2016-2017.

Table 3. Results of stepwise multiple regression analysis,

using density of crab burrows as a dependent variable. R
2

indicates adjusted coefficient of determination.

Variable O. stimpsoni O. ceratophthalma O. sinensis

Longitude 1.333

Whole length (m) 0.685

Depth (mean, m) －0.699
Slope (°) 0.580

Sand particle index －0.942
R
2

- 0.538 0.798

F - 5.652 11.530

P - 0.042 0.011



い13個体のスナガニが得られた。さらに、和田
（2017c）はスナガニの生息密度に負の影響を与える
要因として海岸侵食や砂浜の人的利用を示唆してい
る。

ツノメガニの生息密度は浜の奥行きおよび粒径指
数と負の相関関係によって説明された。すなわち、
砂浜の奥行きが短く、砂が細かくなるほど生息密度
が高くなる傾向を示した。奥行きの評価に関して、
ツノメガニが砂浜の高潮線付近に巣穴を形成して生
息すること（真野2008）を考慮すると、それより後
方の後浜や砂丘の部分が長くなるほど、生息密度が
低く見積もられることを表しているのかもしれな
い。また、より細かい砂は本種にとって巣穴を掘る
ことを容易にすると考えられる。砂の性質に関して
は、粒径指数ではないが、宇野ら（2012）が土壌硬
度をスナガニの生息密度と負の相関を示す要因とし
て挙げている。巣穴を掘るいずれものスナガニ類に
とって、砂が細かいことや砂地が軟らかいことなど
の性質は、生息地に相応しいであろう。

ナンヨウスナガニの生息密度は経度、浜の長さお
よび浜の角度と正の相関関係によって説明された。
本調査で選択したうち経度の高い調査地とは、より
東方の調査地を示す。つまり、県内で東に位置し、
かつ砂浜が長い、生見海岸のような海岸で生息密度
が高くなる傾向があると考えられる。また、緯度と
経度の間に多重共線性の問題があると考えられたた
め、このたびの分析において緯度は用いなかったが、
各調査区が南西から北東方向にほぼ一直線上に並ん
でいることを考慮すると、本種の生息密度は県北東
部で高く、南西部で低くなると言えるだろう。

また、このたびの分析において多重共線性の問題
が生じると考えられたため、説明変数に他種の巣穴
密度を用いることはしなかったが、スナガニとツノ
メガニは砂浜の高潮線付近に巣穴を形成して生息す
ることから（真野2008）、当然、ハビタットが重複し
て種間競争が生じているとみなせ、本来なら説明変
数に加えるべき要因の一つと考えられる。また、ツ
ノメガニが同属他種の幼体を捕食するのが知られて
いることに加え（Takahasi 1935、Hughes 1966）、日
本でもツノメガニによってスナガニが捕食される可
能性に言及されている（淀ら2006、真野ら 2008、和
田 2017a）。入野海岸におけるナンヨウスナガニと
ツノメガニは、10月にはそれぞれ砂丘と後浜に棲み
分けて平衡に達しているとみられるが（Seike and

Nara 2008）、それ以前の５－７月に高潮線付近に生
息するナンヨウスナガニはツノメガニが加入してく
ると上部に移動するとされ、ツノメガニによるナン
ヨウスナガニの密度に対する負の影響が示唆されて
いる（淀ら2006、真野ら 2008）。同じことがスナガ
ニに対しても起こりうるであろう。スナガニの抱卵
雌は日本海側の山形県では７月上旬から９月にかけ
て出現するとされる（酒田市立酒田中央高等学校第
一理科部 1968）。寺田（1979）は静岡県にて本種の
抱卵雌を採取し、飼育下で７月上旬に孵化幼生を得
ている。さらに、和田（2017b）は福岡県北九州市の
海岸にて７月下旬の大潮の最満潮後にスナガニ抱卵
雌による幼生放出を野外において初めて確認して報
告した。これらの結果より、スナガニの小型個体の
砂浜への新規加入は３種中、最も遅れて始まると考
えられるため、淀ら（2006）が危惧するように、ス
ナガニの新規加入個体は先に同所に定着したツノメ
ガニやナンヨウスナガニにより負の影響を受けてい
る可能性がある。

本研究により、高知県の砂浜海岸におけるスナガ
ニ類の分布、出現、消長およびそれらの季節変化の
一面が明らかにされた。とくにツノメガニとナンヨ
ウスナガニの分布の現況に反してスナガニの希少性
が示された点から、今後、本種は県下の希少な野生
生物の一種として取り扱われ、同時に海岸開発や砂
浜の利用の制限なども含め、その保全について適切
に配慮されることが望まれる。
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Abstract

The occurrence and population structure of three species

of ghost crabs of the genus Ocypode, O. stimpsoni, O.

sinensis and O. ceratophthalma were studied on the

sandy beaches of Kochi Prefecture, southwestern Japan.

The survey was conducted from April 2016 to January

2017 at 9 sites in total from 3 regions on western, central

and eastern parts of Kochi Prefecture (West: Irino Beach,

1-3 sites. Center: Nino Beach; Beach in front of UMBI;

Kohgi-no-hama Beach. East: Ikumi Beach, 1-3 sites).

The sex, size, number of crabs, and number of crab

burrows in the study sites were recorded every month on

central and eastern regions while every season on western

region. As a result, O. ceratophthalma and O. sinensis

were collected in almost sites, but O. stimpsoni did not

occur in Ikumi Beach throughout the study. The

occurrence of O. stimpsoni was remarkably low in the

central and western regions. In addition, smaller crabs of

O. ceratophthalma and O. sinensis were observed

throughout the study period, but no smaller crabs of O.

stimpsoni were seen. Compared to the results of the

survey at Irino Beach in 2001, the occurrence of O.

ceratophthalma was accelerated. The large-sized crabs

occurred from earlier periods of spring, although the

proportion of the number of three species in 2016

remained unchanged. It was obvious that there were

overwintering crabs.

Key words: Ghost crab, Ocypode stimpsoni, O.

ceratophthalma, O. sinensis, distribution, wintering
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